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は非常に優秀な地盤補強材となります。
古来より木材は地盤補強材として多くの建築物に使
用されております。例をあげると，国内では明治41
年に竣工された東京駅（2010年の改修工事にて木杭
撤去）や，大正12年に竣工された旧丸ビル（RC造，
地下1階，地上8階建て）等があります。海外では，
水の都として有名なイタリアのベネチアで1588年に
着工・1592年に完成し，完成後約430年を経過して
もなお現存しているリアルト橋等があります。
木杭をご提案する中でお客様が一番ご心配をされる
のは，木杭＝腐る，ということになります。木材が腐
る（腐朽する）のは，木材腐朽菌という微生物が木材
の成分を分解することによります。下記の4項目全てが
そろうと木材は腐朽しますが，1つでも断つと木材腐
朽菌が活動できなくなり，木材は腐朽しなくなります。
　・適度な酸素　　　　・適度な温度
　・適度な湿気　　　　・木材等の栄養分
木材を地中で使用すると酸素の供給が少なくなりま
すので，木材は腐朽しにくくなります。また，水に浸
かっていると酸素の供給が絶たれるため木材は腐朽し
なくなります。軟弱地盤は地下水位が高い傾向がある

ことから木材の腐朽リスクは大きく減るものと考えら
れます。
また，木材は土となじみが良く，皆様が思っている
以上に支持力を確保することができます。さらに，セメ
ントを使用しないのでセメント中に含まれている六価ク
ロムが溶出して土壌を汚染する心配もありません。
こういったことから，軟弱地盤対策として木材（木
杭）を使用することは非常に理にかなっており，今後
の需要拡大が期待されます。

■当社が手がける3つの地盤補強工法
既述のとおり，当社は木材を使用する地盤補強工法
として，パイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法の3工法をご提案しております。各工法の
特徴を表1に示します。
大まかな使用方法は以下のようになっております。
・パイルネット工法：土木構造物（築堤，道路，盛土
等）の沈下対策として
・環境パイル(S)工法：小規模建築構造物（戸建住
宅，集合住宅，児童館等）の沈下対策として
・LP-LiC工法：土木構造物，建築構造物の液状化対
策として

木材の使用に当たっては，木材の弱みを可能な限り
克服し，強みを可能な限り多く活かすことが基本とな
りますが，地盤補強材として木材を使用する強み，弱
みをまとめると表2のようになります。

強みだけではなく当然弱みもありますが，表中の弱
みにつきましても，
・品質のバラツキが大きい
　　→使用規格の最低寸法を管理する
・長尺材を得にくい
　　→使用可能範囲を明確にしておく
　　→継材として使用する
・腐朽や虫害がある
　　→地中に埋めることによりリスクを低下させる
　　→地下水位以深まで埋める
　　→防腐処理を行う
等の対策を行うことによって弱みを最大限克服する
ことが可能です。
表2の強みを最大限活かし，弱みを克服して使用す

る方法がパイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法なのです。

■当社で扱う木材製品
当社では表3に示す木材製品を取り扱っておりま
す。この中の，杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規

格をまとめると表4のようになります。
6m程度以上の長尺丸太になると，どうしても調達
までの時間がかかってしまいます。さらには，杭丸太
の造材業者様が年々減少しており，そういった面でも
苦労が絶えませんが，その様な中でも長尺丸太をそろ
えるために，
・道内外の山の情報収集を行う
・事前に受注予定の数量や，発注になりうる情報を社
内で共有
・社内担当が事前情報に見合う山を探し，その中でも
素性の良い林層を見分けに現地へ足を運ぶ
・初めて造材をお願いする造材業者様には現地指導を
行う
・定期的に造材業者様への指導を行う
等の工夫をしております。

製造，加工においても，曲がり材の対処，サイズの
選別（長さ毎に径をそろえて保管しなければならな
い），一つのサイズに注文が集中した時の補充等に苦

労しておりますが，造材業者様からご協力いただくこ
とで，一昔前よりも効率よく調達・施工することが可
能になりました。

■施工事例
前記の通り，パイルネット工法は土木構造物の沈下
対策として，環境パイル(S)工法は小規模建築構造物
の沈下対策として，LP-LiC工法は土木構造物，建築
構造物の液状化対策として使用されています。それら
の施工事例を紹介します。
まずはパイルネット工法が軌道盛土に使用された例
です（事例1）。本線の老朽化に対する修復工事のために
設けられる仮線の沈下対策として使用されています。
本線修復後に仮線部分は現状復旧しなければならず，
将来的な引き抜きも考慮されて採用されております。

次は特殊な例ですが，深層混合処理工法（セメント
系の地盤改良工法）を施工したにもかかわらずセメン
トが所定の強度まで固化せず，改良体も地盤中に残っ
てしまい，工事がストップした現場での施工事例です。
パイルネット工法であれば，セメント系改良体の間
に打設することが可能であることから採用されており
ます。（事例2）
続いて環境パイル(S)工法ですが，本工法は，木材
を使用し自然環境に優しく，セメントを使用していな
いので子供，お年寄りに対しても安心である，施工費
用が安価になりかつ他工法と同等以上の沈下対策効果
がある，等の理由により採用される事例が多くなって
おります。
公共物件（役所発注工事）の児童館にも，他工法に
比べコストメリットが高いこと，およびお子様への安
心面により採用されています（事例3）。地盤に埋まっ
て見えない箇所ではありますが，公共建築物等木材利
用促進法にも寄与している施工事例となっております。

次に保育所にて使用した例になります。こちらもコ
ストメリットが高いこと，およびお子様への安心面か
ら採用されております（事例4）。隣接した土地では
グループホームも建てられ（事例4の奥で行われてい
る工事），そちらでも環境パイルS工法が採用されて
おります。

事例5はLP-LiC工法が戸建住宅に採用された例にな
ります。液状化の被害にあわれたお施主様の建て替え
時に採用いただいております。
被害にあわれたため，ご自身で相当お勉強され，そ
の結果LP-LiC工法が一番ご自分の考えにマッチすると
いうことでご採用いただいた事例となっております。
最後は役所庁舎に使用された事例です（事例6）。庁

舎本体は既成コンクリート杭を使用していますが，建
物直下に存在している液状化対象層にLP-LiC工法を採
用することで，液状化の程度が軽微となっております。
紹介した施工事例における木材使用量を表5に示し
ます。施工事例によっては，1,000m3以上の木材を使
用しています。

■今後の展開
パイルネット工法，環境パイル(S)工法，LP-LiC工
法は，1つの現場でほぼ加工をしない状態の木材を大
量に使用することができます。
既成コンクリート杭やセメント系の地盤改良工法，
鋼管杭等は，部材を製造する過程でCO2を発生します
が，木材（木杭）は成長過程でCO2を吸収し大きく
育っていきます。
皮むき加工や先削り加工時等に多少のCO2排出はあ

りますし，施工時に重機を使用することでの排出もあ
ります。しかし，使用木材のCO2吸収量と加工，施工
時等のCO2排出量をトータルで考えると，圧倒的に吸
収量の方が多いという報告もあります。
木材を地盤補強材として使用するということは，他
の工法には真似することの出来ない，「工事をするこ
とによって大気中にあったCO2を地中に固定化する」
ことになるのです。これは1つの大きなメリットであ
り，地球環境問題を考えた上でも，CO2削減効果に大
きく寄与できるものです。
木材を大量に使う＝森林伐採で環境破壊，とお考え
になる方もいらっしゃると思います。たしかに伐採
しっぱなしの状態ですとその通りになると思います。
しかし，伐採後はきちんと植樹し，新たな木を育て，
数十年後にまた木材として使用することで循環型の素
材とすることが可能です。
では伐採しないでそのままにしておけばいいとの考
えもあるかと思います。しかし，ある程度の樹齢にな
るとCO2吸収量が減っていくのに対し，樹齢の若い木
はどんどん吸収してくれます。このことから，伐期を
迎えた木は伐採・有効活用し，植樹し育てる。そのこ
とを繰り返すことで大気中のCO2を継続的に吸収させ
ることができます。
地盤補強材としての使用に限らず，木材を使用する
ということは，地球環境に良いだけではなく，地方の
林業活性化による雇用の創出，環境の整備など，副次
的な効果も多くあります。
そういったことに少しでも貢献できるよう子供世
代，孫世代が少しでも住みやすい環境を迎えられるよ
う，「木材を正しく使用することは良いことだ！」と
いうことを伝えていき，微力かもしれませんが地球環
境，社会環境に貢献していければと，会社として，個
人として思っております。

■はじめに
当社は昭和34年（1959年）10月に岩見沢市元町に
て創業し，昭和38年（1963年）10月に法人化，株式
会社昭和木材商会に改組，平成10年（1998年）5月
に現在の社名である昭和マテリアル株式会社へと社名
変更いたしました。
創業時は杭丸太，電柱，橋梁材の専門業者として営
業しておりましたが，現在はその他にも建材土木資材
の販売も手掛け，また，木材を利用した軟弱地盤対策
工法（地盤補強工法）であるパイルネット工法や環境
パイル(S)工法，LP-LiC工法などの設計，施工も行っ
ております。
ここでは，パイルネット工法や環境パイル(S)工
法，LP-LiC工法およびその他の当社取り扱い商品に
ついてご紹介させていただきます。

■軟弱地盤対策の必要性，木材利用の期待
軟弱地盤とは，読んで字の如く軟弱な地盤であり，
一般的には柔らかい粘性土や，緩い砂質土からなる地
盤の総称になります。
何らかの対策をしないまま軟弱地盤上に土木・建築
構造物を造ってしまうと，その荷重が地盤の支持強度
を超えることで地盤が沈下し，構造物に沈下や傾斜等
大きな影響を与えます。

軟弱地盤が引き起こすその他の問題として，近年よ
く耳にするようになった地震時に発生する可能性のあ
る液状化現象があります。
液状化現象とは，普段は砂の粒子同士が接触してい
ることで強さを保っている地盤が，地震によって揺さ

ぶられたときに地下水の影響を受けて砂の粒子の接触
する力が弱められ，地盤の一部が液体状に変化してし
まう現象です。この現象は，地下水で満たされている
緩い砂地盤で発生しやすいと言われております。
液状化現象が発生すると，水の比重よりも重たい構
造物は沈下や傾斜等の被害を受ける可能性が，逆に水
の比重よりも軽い構造物（マンホール等）は浮き上り
の被害を受ける可能性があり，こちらも構造物に対し
て大きな影響を与えてしまいます。

こういった被害を防ぐため，工事が行われる場所の
地盤調査を事前に行い，その結果を元に沈下や液状化
等に対する対策を検討します。良好な地盤であれば対
策が不要な場合もありますが，軟弱地盤と判定された
場合は，構造物を安全に支えるために，軟弱地盤対策
工法の検討や，地盤そのものを良くする等の対策を行
う必要があります。
軟弱地盤対策工法は多種ありますが，木材を使用し
た対策工法も増えてきております。お客様の中には
「え？今どき木杭なんて使っているの？」と言われる
方もおられますが，使用方法を間違えなければ，木杭

昭和マテリアル株式会社　池　田　浩　明

木材を使用した地盤補強
－木材の土木利用－



ウッディエイジ　2021年1月号 3

は非常に優秀な地盤補強材となります。
古来より木材は地盤補強材として多くの建築物に使
用されております。例をあげると，国内では明治41
年に竣工された東京駅（2010年の改修工事にて木杭
撤去）や，大正12年に竣工された旧丸ビル（RC造，
地下1階，地上8階建て）等があります。海外では，
水の都として有名なイタリアのベネチアで1588年に
着工・1592年に完成し，完成後約430年を経過して
もなお現存しているリアルト橋等があります。
木杭をご提案する中でお客様が一番ご心配をされる
のは，木杭＝腐る，ということになります。木材が腐
る（腐朽する）のは，木材腐朽菌という微生物が木材
の成分を分解することによります。下記の4項目全てが
そろうと木材は腐朽しますが，1つでも断つと木材腐
朽菌が活動できなくなり，木材は腐朽しなくなります。
　・適度な酸素　　　　・適度な温度
　・適度な湿気　　　　・木材等の栄養分
木材を地中で使用すると酸素の供給が少なくなりま
すので，木材は腐朽しにくくなります。また，水に浸
かっていると酸素の供給が絶たれるため木材は腐朽し
なくなります。軟弱地盤は地下水位が高い傾向がある

ことから木材の腐朽リスクは大きく減るものと考えら
れます。
また，木材は土となじみが良く，皆様が思っている
以上に支持力を確保することができます。さらに，セメ
ントを使用しないのでセメント中に含まれている六価ク
ロムが溶出して土壌を汚染する心配もありません。
こういったことから，軟弱地盤対策として木材（木
杭）を使用することは非常に理にかなっており，今後
の需要拡大が期待されます。

■当社が手がける3つの地盤補強工法
既述のとおり，当社は木材を使用する地盤補強工法
として，パイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法の3工法をご提案しております。各工法の
特徴を表1に示します。
大まかな使用方法は以下のようになっております。
・パイルネット工法：土木構造物（築堤，道路，盛土
等）の沈下対策として
・環境パイル(S)工法：小規模建築構造物（戸建住
宅，集合住宅，児童館等）の沈下対策として
・LP-LiC工法：土木構造物，建築構造物の液状化対
策として

木材の使用に当たっては，木材の弱みを可能な限り
克服し，強みを可能な限り多く活かすことが基本とな
りますが，地盤補強材として木材を使用する強み，弱
みをまとめると表2のようになります。

強みだけではなく当然弱みもありますが，表中の弱
みにつきましても，
・品質のバラツキが大きい
　　→使用規格の最低寸法を管理する
・長尺材を得にくい
　　→使用可能範囲を明確にしておく
　　→継材として使用する
・腐朽や虫害がある
　　→地中に埋めることによりリスクを低下させる
　　→地下水位以深まで埋める
　　→防腐処理を行う
等の対策を行うことによって弱みを最大限克服する
ことが可能です。
表2の強みを最大限活かし，弱みを克服して使用す

る方法がパイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法なのです。

■当社で扱う木材製品
当社では表3に示す木材製品を取り扱っておりま
す。この中の，杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規

格をまとめると表4のようになります。
6m程度以上の長尺丸太になると，どうしても調達
までの時間がかかってしまいます。さらには，杭丸太
の造材業者様が年々減少しており，そういった面でも
苦労が絶えませんが，その様な中でも長尺丸太をそろ
えるために，
・道内外の山の情報収集を行う
・事前に受注予定の数量や，発注になりうる情報を社
内で共有
・社内担当が事前情報に見合う山を探し，その中でも
素性の良い林層を見分けに現地へ足を運ぶ
・初めて造材をお願いする造材業者様には現地指導を
行う
・定期的に造材業者様への指導を行う
等の工夫をしております。

製造，加工においても，曲がり材の対処，サイズの
選別（長さ毎に径をそろえて保管しなければならな
い），一つのサイズに注文が集中した時の補充等に苦

労しておりますが，造材業者様からご協力いただくこ
とで，一昔前よりも効率よく調達・施工することが可
能になりました。

■施工事例
前記の通り，パイルネット工法は土木構造物の沈下
対策として，環境パイル(S)工法は小規模建築構造物
の沈下対策として，LP-LiC工法は土木構造物，建築
構造物の液状化対策として使用されています。それら
の施工事例を紹介します。
まずはパイルネット工法が軌道盛土に使用された例
です（事例1）。本線の老朽化に対する修復工事のために
設けられる仮線の沈下対策として使用されています。
本線修復後に仮線部分は現状復旧しなければならず，
将来的な引き抜きも考慮されて採用されております。

次は特殊な例ですが，深層混合処理工法（セメント
系の地盤改良工法）を施工したにもかかわらずセメン
トが所定の強度まで固化せず，改良体も地盤中に残っ
てしまい，工事がストップした現場での施工事例です。
パイルネット工法であれば，セメント系改良体の間
に打設することが可能であることから採用されており
ます。（事例2）
続いて環境パイル(S)工法ですが，本工法は，木材
を使用し自然環境に優しく，セメントを使用していな
いので子供，お年寄りに対しても安心である，施工費
用が安価になりかつ他工法と同等以上の沈下対策効果
がある，等の理由により採用される事例が多くなって
おります。
公共物件（役所発注工事）の児童館にも，他工法に
比べコストメリットが高いこと，およびお子様への安
心面により採用されています（事例3）。地盤に埋まっ
て見えない箇所ではありますが，公共建築物等木材利
用促進法にも寄与している施工事例となっております。

次に保育所にて使用した例になります。こちらもコ
ストメリットが高いこと，およびお子様への安心面か
ら採用されております（事例4）。隣接した土地では
グループホームも建てられ（事例4の奥で行われてい
る工事），そちらでも環境パイルS工法が採用されて
おります。

事例5はLP-LiC工法が戸建住宅に採用された例にな
ります。液状化の被害にあわれたお施主様の建て替え
時に採用いただいております。
被害にあわれたため，ご自身で相当お勉強され，そ
の結果LP-LiC工法が一番ご自分の考えにマッチすると
いうことでご採用いただいた事例となっております。
最後は役所庁舎に使用された事例です（事例6）。庁

舎本体は既成コンクリート杭を使用していますが，建
物直下に存在している液状化対象層にLP-LiC工法を採
用することで，液状化の程度が軽微となっております。
紹介した施工事例における木材使用量を表5に示し
ます。施工事例によっては，1,000m3以上の木材を使
用しています。

■今後の展開
パイルネット工法，環境パイル(S)工法，LP-LiC工
法は，1つの現場でほぼ加工をしない状態の木材を大
量に使用することができます。
既成コンクリート杭やセメント系の地盤改良工法，
鋼管杭等は，部材を製造する過程でCO2を発生します
が，木材（木杭）は成長過程でCO2を吸収し大きく
育っていきます。
皮むき加工や先削り加工時等に多少のCO2排出はあ

りますし，施工時に重機を使用することでの排出もあ
ります。しかし，使用木材のCO2吸収量と加工，施工
時等のCO2排出量をトータルで考えると，圧倒的に吸
収量の方が多いという報告もあります。
木材を地盤補強材として使用するということは，他
の工法には真似することの出来ない，「工事をするこ
とによって大気中にあったCO2を地中に固定化する」
ことになるのです。これは1つの大きなメリットであ
り，地球環境問題を考えた上でも，CO2削減効果に大
きく寄与できるものです。
木材を大量に使う＝森林伐採で環境破壊，とお考え
になる方もいらっしゃると思います。たしかに伐採
しっぱなしの状態ですとその通りになると思います。
しかし，伐採後はきちんと植樹し，新たな木を育て，
数十年後にまた木材として使用することで循環型の素
材とすることが可能です。
では伐採しないでそのままにしておけばいいとの考
えもあるかと思います。しかし，ある程度の樹齢にな
るとCO2吸収量が減っていくのに対し，樹齢の若い木
はどんどん吸収してくれます。このことから，伐期を
迎えた木は伐採・有効活用し，植樹し育てる。そのこ
とを繰り返すことで大気中のCO2を継続的に吸収させ
ることができます。
地盤補強材としての使用に限らず，木材を使用する
ということは，地球環境に良いだけではなく，地方の
林業活性化による雇用の創出，環境の整備など，副次
的な効果も多くあります。
そういったことに少しでも貢献できるよう子供世
代，孫世代が少しでも住みやすい環境を迎えられるよ
う，「木材を正しく使用することは良いことだ！」と
いうことを伝えていき，微力かもしれませんが地球環
境，社会環境に貢献していければと，会社として，個
人として思っております。

■はじめに
当社は昭和34年（1959年）10月に岩見沢市元町に
て創業し，昭和38年（1963年）10月に法人化，株式
会社昭和木材商会に改組，平成10年（1998年）5月
に現在の社名である昭和マテリアル株式会社へと社名
変更いたしました。
創業時は杭丸太，電柱，橋梁材の専門業者として営
業しておりましたが，現在はその他にも建材土木資材
の販売も手掛け，また，木材を利用した軟弱地盤対策
工法（地盤補強工法）であるパイルネット工法や環境
パイル(S)工法，LP-LiC工法などの設計，施工も行っ
ております。
ここでは，パイルネット工法や環境パイル(S)工
法，LP-LiC工法およびその他の当社取り扱い商品に
ついてご紹介させていただきます。

■軟弱地盤対策の必要性，木材利用の期待
軟弱地盤とは，読んで字の如く軟弱な地盤であり，
一般的には柔らかい粘性土や，緩い砂質土からなる地
盤の総称になります。
何らかの対策をしないまま軟弱地盤上に土木・建築
構造物を造ってしまうと，その荷重が地盤の支持強度
を超えることで地盤が沈下し，構造物に沈下や傾斜等
大きな影響を与えます。

軟弱地盤が引き起こすその他の問題として，近年よ
く耳にするようになった地震時に発生する可能性のあ
る液状化現象があります。
液状化現象とは，普段は砂の粒子同士が接触してい
ることで強さを保っている地盤が，地震によって揺さ

ぶられたときに地下水の影響を受けて砂の粒子の接触
する力が弱められ，地盤の一部が液体状に変化してし
まう現象です。この現象は，地下水で満たされている
緩い砂地盤で発生しやすいと言われております。
液状化現象が発生すると，水の比重よりも重たい構
造物は沈下や傾斜等の被害を受ける可能性が，逆に水
の比重よりも軽い構造物（マンホール等）は浮き上り
の被害を受ける可能性があり，こちらも構造物に対し
て大きな影響を与えてしまいます。

こういった被害を防ぐため，工事が行われる場所の
地盤調査を事前に行い，その結果を元に沈下や液状化
等に対する対策を検討します。良好な地盤であれば対
策が不要な場合もありますが，軟弱地盤と判定された
場合は，構造物を安全に支えるために，軟弱地盤対策
工法の検討や，地盤そのものを良くする等の対策を行
う必要があります。
軟弱地盤対策工法は多種ありますが，木材を使用し
た対策工法も増えてきております。お客様の中には
「え？今どき木杭なんて使っているの？」と言われる
方もおられますが，使用方法を間違えなければ，木杭

表1　各地盤補強工法の特徴

 

 
パイルネット工法 

環境パイル(S)工法 
LP-LiC工法 

環境パイル工法 環境パイルS工法 

特徴 

・群杭（ぐんぐい）*と

なるよう木杭等を打

込み，杭頭部を専用連

結材で連結してサン

ドマットを造成し，土

木安定シートを敷設

する地盤補強工法 

・群杭の働きにより上

載荷重が深層の杭先

端に伝わる事で安定

する 

・木材で建物を支える

地盤補強工法 

・防腐防蟻処理を行う

ことで地下水位以浅

でも使用可能 

・補強材（杭）の支持

力のみで建物を支え

る工法 

・業界初，木質系地盤

補強材を用いた第三

者証明取得工法 

・木材で建物を支える

地盤補強工法 

・防腐防蟻処理を行う

ことで地下水位以浅

でも使用可能 

・補強材（杭）の支持

力＋元々持っている

地盤の地耐力で建物

を支える複合地盤補

強工法 

・第三者証明取得工法 

・丸太を無排土・無回

転で打設することで

丸太の体積分，砂質土

地盤の密度を増大さ

せる工法 

・丸太を地下水位以深

まで打設する，地下水

位以浅に打設する場

合は防腐，防蟻処理し

た丸太を使う等の対

策を行う 

・第三者証明取得工法 

適用構造物 

河川堤防，道路盛土， 

軌道盛土，駐車場盛

土，橋台背面盛土，用

水路基礎，送水管基

礎，建物基礎  他 

3階以下の建物 

建物高さ13m以下 

延床面積1,500m2以下（平屋は3,000m2） 

小規模建築構造物基

礎，建築構造物外構，

道路盛土，河川堤防，

軌道盛土，駐車場盛

土，公園施設  他 

 

 

布基礎，ベタ基礎に限る 

他 

主な使用樹種 
カラマツ，トドマツ，

スギ 

カラマツ，スギ カラマツ，スギ カラマツ，トドマツ，

エゾマツ，スギ 他 
*群杭：杭と杭間の地盤が一体となること。複数本の杭を用い，所定の間隔で打設する。 
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は非常に優秀な地盤補強材となります。
古来より木材は地盤補強材として多くの建築物に使
用されております。例をあげると，国内では明治41
年に竣工された東京駅（2010年の改修工事にて木杭
撤去）や，大正12年に竣工された旧丸ビル（RC造，
地下1階，地上8階建て）等があります。海外では，
水の都として有名なイタリアのベネチアで1588年に
着工・1592年に完成し，完成後約430年を経過して
もなお現存しているリアルト橋等があります。
木杭をご提案する中でお客様が一番ご心配をされる
のは，木杭＝腐る，ということになります。木材が腐
る（腐朽する）のは，木材腐朽菌という微生物が木材
の成分を分解することによります。下記の4項目全てが
そろうと木材は腐朽しますが，1つでも断つと木材腐
朽菌が活動できなくなり，木材は腐朽しなくなります。
　・適度な酸素　　　　・適度な温度
　・適度な湿気　　　　・木材等の栄養分
木材を地中で使用すると酸素の供給が少なくなりま
すので，木材は腐朽しにくくなります。また，水に浸
かっていると酸素の供給が絶たれるため木材は腐朽し
なくなります。軟弱地盤は地下水位が高い傾向がある

ことから木材の腐朽リスクは大きく減るものと考えら
れます。
また，木材は土となじみが良く，皆様が思っている
以上に支持力を確保することができます。さらに，セメ
ントを使用しないのでセメント中に含まれている六価ク
ロムが溶出して土壌を汚染する心配もありません。
こういったことから，軟弱地盤対策として木材（木
杭）を使用することは非常に理にかなっており，今後
の需要拡大が期待されます。

■当社が手がける3つの地盤補強工法
既述のとおり，当社は木材を使用する地盤補強工法
として，パイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法の3工法をご提案しております。各工法の
特徴を表1に示します。
大まかな使用方法は以下のようになっております。
・パイルネット工法：土木構造物（築堤，道路，盛土
等）の沈下対策として
・環境パイル(S)工法：小規模建築構造物（戸建住
宅，集合住宅，児童館等）の沈下対策として
・LP-LiC工法：土木構造物，建築構造物の液状化対
策として

木材の使用に当たっては，木材の弱みを可能な限り
克服し，強みを可能な限り多く活かすことが基本とな
りますが，地盤補強材として木材を使用する強み，弱
みをまとめると表2のようになります。

強みだけではなく当然弱みもありますが，表中の弱
みにつきましても，
・品質のバラツキが大きい
　　→使用規格の最低寸法を管理する
・長尺材を得にくい
　　→使用可能範囲を明確にしておく
　　→継材として使用する
・腐朽や虫害がある
　　→地中に埋めることによりリスクを低下させる
　　→地下水位以深まで埋める
　　→防腐処理を行う
等の対策を行うことによって弱みを最大限克服する
ことが可能です。
表2の強みを最大限活かし，弱みを克服して使用す

る方法がパイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法なのです。

■当社で扱う木材製品
当社では表3に示す木材製品を取り扱っておりま
す。この中の，杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規

格をまとめると表4のようになります。
6m程度以上の長尺丸太になると，どうしても調達
までの時間がかかってしまいます。さらには，杭丸太
の造材業者様が年々減少しており，そういった面でも
苦労が絶えませんが，その様な中でも長尺丸太をそろ
えるために，
・道内外の山の情報収集を行う
・事前に受注予定の数量や，発注になりうる情報を社
内で共有
・社内担当が事前情報に見合う山を探し，その中でも
素性の良い林層を見分けに現地へ足を運ぶ
・初めて造材をお願いする造材業者様には現地指導を
行う
・定期的に造材業者様への指導を行う
等の工夫をしております。

製造，加工においても，曲がり材の対処，サイズの
選別（長さ毎に径をそろえて保管しなければならな
い），一つのサイズに注文が集中した時の補充等に苦

労しておりますが，造材業者様からご協力いただくこ
とで，一昔前よりも効率よく調達・施工することが可
能になりました。

■施工事例
前記の通り，パイルネット工法は土木構造物の沈下
対策として，環境パイル(S)工法は小規模建築構造物
の沈下対策として，LP-LiC工法は土木構造物，建築
構造物の液状化対策として使用されています。それら
の施工事例を紹介します。
まずはパイルネット工法が軌道盛土に使用された例
です（事例1）。本線の老朽化に対する修復工事のために
設けられる仮線の沈下対策として使用されています。
本線修復後に仮線部分は現状復旧しなければならず，
将来的な引き抜きも考慮されて採用されております。

次は特殊な例ですが，深層混合処理工法（セメント
系の地盤改良工法）を施工したにもかかわらずセメン
トが所定の強度まで固化せず，改良体も地盤中に残っ
てしまい，工事がストップした現場での施工事例です。
パイルネット工法であれば，セメント系改良体の間
に打設することが可能であることから採用されており
ます。（事例2）
続いて環境パイル(S)工法ですが，本工法は，木材
を使用し自然環境に優しく，セメントを使用していな
いので子供，お年寄りに対しても安心である，施工費
用が安価になりかつ他工法と同等以上の沈下対策効果
がある，等の理由により採用される事例が多くなって
おります。
公共物件（役所発注工事）の児童館にも，他工法に
比べコストメリットが高いこと，およびお子様への安
心面により採用されています（事例3）。地盤に埋まっ
て見えない箇所ではありますが，公共建築物等木材利
用促進法にも寄与している施工事例となっております。

次に保育所にて使用した例になります。こちらもコ
ストメリットが高いこと，およびお子様への安心面か
ら採用されております（事例4）。隣接した土地では
グループホームも建てられ（事例4の奥で行われてい
る工事），そちらでも環境パイルS工法が採用されて
おります。

事例5はLP-LiC工法が戸建住宅に採用された例にな
ります。液状化の被害にあわれたお施主様の建て替え
時に採用いただいております。
被害にあわれたため，ご自身で相当お勉強され，そ
の結果LP-LiC工法が一番ご自分の考えにマッチすると
いうことでご採用いただいた事例となっております。
最後は役所庁舎に使用された事例です（事例6）。庁

舎本体は既成コンクリート杭を使用していますが，建
物直下に存在している液状化対象層にLP-LiC工法を採
用することで，液状化の程度が軽微となっております。
紹介した施工事例における木材使用量を表5に示し
ます。施工事例によっては，1,000m3以上の木材を使
用しています。

■今後の展開
パイルネット工法，環境パイル(S)工法，LP-LiC工
法は，1つの現場でほぼ加工をしない状態の木材を大
量に使用することができます。
既成コンクリート杭やセメント系の地盤改良工法，
鋼管杭等は，部材を製造する過程でCO2を発生します
が，木材（木杭）は成長過程でCO2を吸収し大きく
育っていきます。
皮むき加工や先削り加工時等に多少のCO2排出はあ

りますし，施工時に重機を使用することでの排出もあ
ります。しかし，使用木材のCO2吸収量と加工，施工
時等のCO2排出量をトータルで考えると，圧倒的に吸
収量の方が多いという報告もあります。
木材を地盤補強材として使用するということは，他
の工法には真似することの出来ない，「工事をするこ
とによって大気中にあったCO2を地中に固定化する」
ことになるのです。これは1つの大きなメリットであ
り，地球環境問題を考えた上でも，CO2削減効果に大
きく寄与できるものです。
木材を大量に使う＝森林伐採で環境破壊，とお考え
になる方もいらっしゃると思います。たしかに伐採
しっぱなしの状態ですとその通りになると思います。
しかし，伐採後はきちんと植樹し，新たな木を育て，
数十年後にまた木材として使用することで循環型の素
材とすることが可能です。
では伐採しないでそのままにしておけばいいとの考
えもあるかと思います。しかし，ある程度の樹齢にな
るとCO2吸収量が減っていくのに対し，樹齢の若い木
はどんどん吸収してくれます。このことから，伐期を
迎えた木は伐採・有効活用し，植樹し育てる。そのこ
とを繰り返すことで大気中のCO2を継続的に吸収させ
ることができます。
地盤補強材としての使用に限らず，木材を使用する
ということは，地球環境に良いだけではなく，地方の
林業活性化による雇用の創出，環境の整備など，副次
的な効果も多くあります。
そういったことに少しでも貢献できるよう子供世
代，孫世代が少しでも住みやすい環境を迎えられるよ
う，「木材を正しく使用することは良いことだ！」と
いうことを伝えていき，微力かもしれませんが地球環
境，社会環境に貢献していければと，会社として，個
人として思っております。

■はじめに
当社は昭和34年（1959年）10月に岩見沢市元町に
て創業し，昭和38年（1963年）10月に法人化，株式
会社昭和木材商会に改組，平成10年（1998年）5月
に現在の社名である昭和マテリアル株式会社へと社名
変更いたしました。
創業時は杭丸太，電柱，橋梁材の専門業者として営
業しておりましたが，現在はその他にも建材土木資材
の販売も手掛け，また，木材を利用した軟弱地盤対策
工法（地盤補強工法）であるパイルネット工法や環境
パイル(S)工法，LP-LiC工法などの設計，施工も行っ
ております。
ここでは，パイルネット工法や環境パイル(S)工
法，LP-LiC工法およびその他の当社取り扱い商品に
ついてご紹介させていただきます。

■軟弱地盤対策の必要性，木材利用の期待
軟弱地盤とは，読んで字の如く軟弱な地盤であり，
一般的には柔らかい粘性土や，緩い砂質土からなる地
盤の総称になります。
何らかの対策をしないまま軟弱地盤上に土木・建築
構造物を造ってしまうと，その荷重が地盤の支持強度
を超えることで地盤が沈下し，構造物に沈下や傾斜等
大きな影響を与えます。

軟弱地盤が引き起こすその他の問題として，近年よ
く耳にするようになった地震時に発生する可能性のあ
る液状化現象があります。
液状化現象とは，普段は砂の粒子同士が接触してい
ることで強さを保っている地盤が，地震によって揺さ

ぶられたときに地下水の影響を受けて砂の粒子の接触
する力が弱められ，地盤の一部が液体状に変化してし
まう現象です。この現象は，地下水で満たされている
緩い砂地盤で発生しやすいと言われております。
液状化現象が発生すると，水の比重よりも重たい構
造物は沈下や傾斜等の被害を受ける可能性が，逆に水
の比重よりも軽い構造物（マンホール等）は浮き上り
の被害を受ける可能性があり，こちらも構造物に対し
て大きな影響を与えてしまいます。

こういった被害を防ぐため，工事が行われる場所の
地盤調査を事前に行い，その結果を元に沈下や液状化
等に対する対策を検討します。良好な地盤であれば対
策が不要な場合もありますが，軟弱地盤と判定された
場合は，構造物を安全に支えるために，軟弱地盤対策
工法の検討や，地盤そのものを良くする等の対策を行
う必要があります。
軟弱地盤対策工法は多種ありますが，木材を使用し
た対策工法も増えてきております。お客様の中には
「え？今どき木杭なんて使っているの？」と言われる
方もおられますが，使用方法を間違えなければ，木杭

表2　地盤補強に木材を使用する強み，弱み＊

表3　取り扱い木材製品

表4　杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規格

 

 

強
み 

弾性領域が広い 

加工が容易である 

比較的塩害に強い 

耐酸性が高い 

持続可能な材料である 

生産時のエネルギーが少ない 

炭素を長期的に貯蔵している 

環境負荷の心配が少ない 

大量使用による間接的な環境効果が大きい 

利活用の歴史がある 

国内のほぼ全域で供給できる 

弱
み 

品質のバラツキが大きい 

長尺材を得にくい 

腐朽や虫害がある 
＊土木技術者のための木材工学入門：(公社)土木学会木材工学委

員会，より一部抜粋 

 

杭丸太 

丸太類 

・杭丸太 

・皮むき丸太 

・円柱丸太 

・焼き丸太         等 

土木用資材 

・木矢板 

・梯子（はしご）胴木 

・仮設材（測量材，丁張り材， 

型枠材，台木，その他） 

・ログ枠          等 

建築用資材 
・プレカット 

・内装材          等 

その他 

・木製マット 

・合板 

・チップ，バーク 

・キャンバー 

・枕木 

・木製物置（雪太郎） 

・ウッドデッキ 

・ウッドリサイクラー    等 
 

樹種 
カラマツ，トドマツ，エゾマツ，スギ， 

ダグラスファー，スプルース 

長さ 1.8m～13.0m 

末口径 90mm～250mm 
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は非常に優秀な地盤補強材となります。
古来より木材は地盤補強材として多くの建築物に使
用されております。例をあげると，国内では明治41
年に竣工された東京駅（2010年の改修工事にて木杭
撤去）や，大正12年に竣工された旧丸ビル（RC造，
地下1階，地上8階建て）等があります。海外では，
水の都として有名なイタリアのベネチアで1588年に
着工・1592年に完成し，完成後約430年を経過して
もなお現存しているリアルト橋等があります。
木杭をご提案する中でお客様が一番ご心配をされる
のは，木杭＝腐る，ということになります。木材が腐
る（腐朽する）のは，木材腐朽菌という微生物が木材
の成分を分解することによります。下記の4項目全てが
そろうと木材は腐朽しますが，1つでも断つと木材腐
朽菌が活動できなくなり，木材は腐朽しなくなります。
　・適度な酸素　　　　・適度な温度
　・適度な湿気　　　　・木材等の栄養分
木材を地中で使用すると酸素の供給が少なくなりま
すので，木材は腐朽しにくくなります。また，水に浸
かっていると酸素の供給が絶たれるため木材は腐朽し
なくなります。軟弱地盤は地下水位が高い傾向がある

ことから木材の腐朽リスクは大きく減るものと考えら
れます。
また，木材は土となじみが良く，皆様が思っている
以上に支持力を確保することができます。さらに，セメ
ントを使用しないのでセメント中に含まれている六価ク
ロムが溶出して土壌を汚染する心配もありません。
こういったことから，軟弱地盤対策として木材（木
杭）を使用することは非常に理にかなっており，今後
の需要拡大が期待されます。

■当社が手がける3つの地盤補強工法
既述のとおり，当社は木材を使用する地盤補強工法
として，パイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法の3工法をご提案しております。各工法の
特徴を表1に示します。
大まかな使用方法は以下のようになっております。
・パイルネット工法：土木構造物（築堤，道路，盛土
等）の沈下対策として
・環境パイル(S)工法：小規模建築構造物（戸建住
宅，集合住宅，児童館等）の沈下対策として
・LP-LiC工法：土木構造物，建築構造物の液状化対
策として

木材の使用に当たっては，木材の弱みを可能な限り
克服し，強みを可能な限り多く活かすことが基本とな
りますが，地盤補強材として木材を使用する強み，弱
みをまとめると表2のようになります。

強みだけではなく当然弱みもありますが，表中の弱
みにつきましても，
・品質のバラツキが大きい
　　→使用規格の最低寸法を管理する
・長尺材を得にくい
　　→使用可能範囲を明確にしておく
　　→継材として使用する
・腐朽や虫害がある
　　→地中に埋めることによりリスクを低下させる
　　→地下水位以深まで埋める
　　→防腐処理を行う
等の対策を行うことによって弱みを最大限克服する
ことが可能です。
表2の強みを最大限活かし，弱みを克服して使用す

る方法がパイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法なのです。

■当社で扱う木材製品
当社では表3に示す木材製品を取り扱っておりま
す。この中の，杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規

格をまとめると表4のようになります。
6m程度以上の長尺丸太になると，どうしても調達
までの時間がかかってしまいます。さらには，杭丸太
の造材業者様が年々減少しており，そういった面でも
苦労が絶えませんが，その様な中でも長尺丸太をそろ
えるために，
・道内外の山の情報収集を行う
・事前に受注予定の数量や，発注になりうる情報を社
内で共有
・社内担当が事前情報に見合う山を探し，その中でも
素性の良い林層を見分けに現地へ足を運ぶ
・初めて造材をお願いする造材業者様には現地指導を
行う
・定期的に造材業者様への指導を行う
等の工夫をしております。

製造，加工においても，曲がり材の対処，サイズの
選別（長さ毎に径をそろえて保管しなければならな
い），一つのサイズに注文が集中した時の補充等に苦

労しておりますが，造材業者様からご協力いただくこ
とで，一昔前よりも効率よく調達・施工することが可
能になりました。

■施工事例
前記の通り，パイルネット工法は土木構造物の沈下
対策として，環境パイル(S)工法は小規模建築構造物
の沈下対策として，LP-LiC工法は土木構造物，建築
構造物の液状化対策として使用されています。それら
の施工事例を紹介します。
まずはパイルネット工法が軌道盛土に使用された例
です（事例1）。本線の老朽化に対する修復工事のために
設けられる仮線の沈下対策として使用されています。
本線修復後に仮線部分は現状復旧しなければならず，
将来的な引き抜きも考慮されて採用されております。

次は特殊な例ですが，深層混合処理工法（セメント
系の地盤改良工法）を施工したにもかかわらずセメン
トが所定の強度まで固化せず，改良体も地盤中に残っ
てしまい，工事がストップした現場での施工事例です。
パイルネット工法であれば，セメント系改良体の間
に打設することが可能であることから採用されており
ます。（事例2）
続いて環境パイル(S)工法ですが，本工法は，木材
を使用し自然環境に優しく，セメントを使用していな
いので子供，お年寄りに対しても安心である，施工費
用が安価になりかつ他工法と同等以上の沈下対策効果
がある，等の理由により採用される事例が多くなって
おります。
公共物件（役所発注工事）の児童館にも，他工法に
比べコストメリットが高いこと，およびお子様への安
心面により採用されています（事例3）。地盤に埋まっ
て見えない箇所ではありますが，公共建築物等木材利
用促進法にも寄与している施工事例となっております。

次に保育所にて使用した例になります。こちらもコ
ストメリットが高いこと，およびお子様への安心面か
ら採用されております（事例4）。隣接した土地では
グループホームも建てられ（事例4の奥で行われてい
る工事），そちらでも環境パイルS工法が採用されて
おります。

事例5はLP-LiC工法が戸建住宅に採用された例にな
ります。液状化の被害にあわれたお施主様の建て替え
時に採用いただいております。
被害にあわれたため，ご自身で相当お勉強され，そ
の結果LP-LiC工法が一番ご自分の考えにマッチすると
いうことでご採用いただいた事例となっております。
最後は役所庁舎に使用された事例です（事例6）。庁

舎本体は既成コンクリート杭を使用していますが，建
物直下に存在している液状化対象層にLP-LiC工法を採
用することで，液状化の程度が軽微となっております。
紹介した施工事例における木材使用量を表5に示し
ます。施工事例によっては，1,000m3以上の木材を使
用しています。

■今後の展開
パイルネット工法，環境パイル(S)工法，LP-LiC工
法は，1つの現場でほぼ加工をしない状態の木材を大
量に使用することができます。
既成コンクリート杭やセメント系の地盤改良工法，
鋼管杭等は，部材を製造する過程でCO2を発生します
が，木材（木杭）は成長過程でCO2を吸収し大きく
育っていきます。
皮むき加工や先削り加工時等に多少のCO2排出はあ

りますし，施工時に重機を使用することでの排出もあ
ります。しかし，使用木材のCO2吸収量と加工，施工
時等のCO2排出量をトータルで考えると，圧倒的に吸
収量の方が多いという報告もあります。
木材を地盤補強材として使用するということは，他
の工法には真似することの出来ない，「工事をするこ
とによって大気中にあったCO2を地中に固定化する」
ことになるのです。これは1つの大きなメリットであ
り，地球環境問題を考えた上でも，CO2削減効果に大
きく寄与できるものです。
木材を大量に使う＝森林伐採で環境破壊，とお考え
になる方もいらっしゃると思います。たしかに伐採
しっぱなしの状態ですとその通りになると思います。
しかし，伐採後はきちんと植樹し，新たな木を育て，
数十年後にまた木材として使用することで循環型の素
材とすることが可能です。
では伐採しないでそのままにしておけばいいとの考
えもあるかと思います。しかし，ある程度の樹齢にな
るとCO2吸収量が減っていくのに対し，樹齢の若い木
はどんどん吸収してくれます。このことから，伐期を
迎えた木は伐採・有効活用し，植樹し育てる。そのこ
とを繰り返すことで大気中のCO2を継続的に吸収させ
ることができます。
地盤補強材としての使用に限らず，木材を使用する
ということは，地球環境に良いだけではなく，地方の
林業活性化による雇用の創出，環境の整備など，副次
的な効果も多くあります。
そういったことに少しでも貢献できるよう子供世
代，孫世代が少しでも住みやすい環境を迎えられるよ
う，「木材を正しく使用することは良いことだ！」と
いうことを伝えていき，微力かもしれませんが地球環
境，社会環境に貢献していければと，会社として，個
人として思っております。

■はじめに
当社は昭和34年（1959年）10月に岩見沢市元町に
て創業し，昭和38年（1963年）10月に法人化，株式
会社昭和木材商会に改組，平成10年（1998年）5月
に現在の社名である昭和マテリアル株式会社へと社名
変更いたしました。
創業時は杭丸太，電柱，橋梁材の専門業者として営
業しておりましたが，現在はその他にも建材土木資材
の販売も手掛け，また，木材を利用した軟弱地盤対策
工法（地盤補強工法）であるパイルネット工法や環境
パイル(S)工法，LP-LiC工法などの設計，施工も行っ
ております。
ここでは，パイルネット工法や環境パイル(S)工
法，LP-LiC工法およびその他の当社取り扱い商品に
ついてご紹介させていただきます。

■軟弱地盤対策の必要性，木材利用の期待
軟弱地盤とは，読んで字の如く軟弱な地盤であり，
一般的には柔らかい粘性土や，緩い砂質土からなる地
盤の総称になります。
何らかの対策をしないまま軟弱地盤上に土木・建築
構造物を造ってしまうと，その荷重が地盤の支持強度
を超えることで地盤が沈下し，構造物に沈下や傾斜等
大きな影響を与えます。

軟弱地盤が引き起こすその他の問題として，近年よ
く耳にするようになった地震時に発生する可能性のあ
る液状化現象があります。
液状化現象とは，普段は砂の粒子同士が接触してい
ることで強さを保っている地盤が，地震によって揺さ

ぶられたときに地下水の影響を受けて砂の粒子の接触
する力が弱められ，地盤の一部が液体状に変化してし
まう現象です。この現象は，地下水で満たされている
緩い砂地盤で発生しやすいと言われております。
液状化現象が発生すると，水の比重よりも重たい構
造物は沈下や傾斜等の被害を受ける可能性が，逆に水
の比重よりも軽い構造物（マンホール等）は浮き上り
の被害を受ける可能性があり，こちらも構造物に対し
て大きな影響を与えてしまいます。

こういった被害を防ぐため，工事が行われる場所の
地盤調査を事前に行い，その結果を元に沈下や液状化
等に対する対策を検討します。良好な地盤であれば対
策が不要な場合もありますが，軟弱地盤と判定された
場合は，構造物を安全に支えるために，軟弱地盤対策
工法の検討や，地盤そのものを良くする等の対策を行
う必要があります。
軟弱地盤対策工法は多種ありますが，木材を使用し
た対策工法も増えてきております。お客様の中には
「え？今どき木杭なんて使っているの？」と言われる
方もおられますが，使用方法を間違えなければ，木杭

事例1　軌道盛土での施工状況
（杭頭部を連結材で連結）

事例2　橋台背面盛土での施工状況

事例3　児童館での施工状況

事例4　保育所での施工状況
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は非常に優秀な地盤補強材となります。
古来より木材は地盤補強材として多くの建築物に使
用されております。例をあげると，国内では明治41
年に竣工された東京駅（2010年の改修工事にて木杭
撤去）や，大正12年に竣工された旧丸ビル（RC造，
地下1階，地上8階建て）等があります。海外では，
水の都として有名なイタリアのベネチアで1588年に
着工・1592年に完成し，完成後約430年を経過して
もなお現存しているリアルト橋等があります。
木杭をご提案する中でお客様が一番ご心配をされる
のは，木杭＝腐る，ということになります。木材が腐
る（腐朽する）のは，木材腐朽菌という微生物が木材
の成分を分解することによります。下記の4項目全てが
そろうと木材は腐朽しますが，1つでも断つと木材腐
朽菌が活動できなくなり，木材は腐朽しなくなります。
　・適度な酸素　　　　・適度な温度
　・適度な湿気　　　　・木材等の栄養分
木材を地中で使用すると酸素の供給が少なくなりま
すので，木材は腐朽しにくくなります。また，水に浸
かっていると酸素の供給が絶たれるため木材は腐朽し
なくなります。軟弱地盤は地下水位が高い傾向がある

ことから木材の腐朽リスクは大きく減るものと考えら
れます。
また，木材は土となじみが良く，皆様が思っている
以上に支持力を確保することができます。さらに，セメ
ントを使用しないのでセメント中に含まれている六価ク
ロムが溶出して土壌を汚染する心配もありません。
こういったことから，軟弱地盤対策として木材（木
杭）を使用することは非常に理にかなっており，今後
の需要拡大が期待されます。

■当社が手がける3つの地盤補強工法
既述のとおり，当社は木材を使用する地盤補強工法
として，パイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法の3工法をご提案しております。各工法の
特徴を表1に示します。
大まかな使用方法は以下のようになっております。
・パイルネット工法：土木構造物（築堤，道路，盛土
等）の沈下対策として
・環境パイル(S)工法：小規模建築構造物（戸建住
宅，集合住宅，児童館等）の沈下対策として
・LP-LiC工法：土木構造物，建築構造物の液状化対
策として

木材の使用に当たっては，木材の弱みを可能な限り
克服し，強みを可能な限り多く活かすことが基本とな
りますが，地盤補強材として木材を使用する強み，弱
みをまとめると表2のようになります。

強みだけではなく当然弱みもありますが，表中の弱
みにつきましても，
・品質のバラツキが大きい
　　→使用規格の最低寸法を管理する
・長尺材を得にくい
　　→使用可能範囲を明確にしておく
　　→継材として使用する
・腐朽や虫害がある
　　→地中に埋めることによりリスクを低下させる
　　→地下水位以深まで埋める
　　→防腐処理を行う
等の対策を行うことによって弱みを最大限克服する
ことが可能です。
表2の強みを最大限活かし，弱みを克服して使用す

る方法がパイルネット工法，環境パイル(S)工法，
LP-LiC工法なのです。

■当社で扱う木材製品
当社では表3に示す木材製品を取り扱っておりま
す。この中の，杭丸太，皮むき丸太の主な取り扱い規

格をまとめると表4のようになります。
6m程度以上の長尺丸太になると，どうしても調達
までの時間がかかってしまいます。さらには，杭丸太
の造材業者様が年々減少しており，そういった面でも
苦労が絶えませんが，その様な中でも長尺丸太をそろ
えるために，
・道内外の山の情報収集を行う
・事前に受注予定の数量や，発注になりうる情報を社
内で共有
・社内担当が事前情報に見合う山を探し，その中でも
素性の良い林層を見分けに現地へ足を運ぶ
・初めて造材をお願いする造材業者様には現地指導を
行う
・定期的に造材業者様への指導を行う
等の工夫をしております。

製造，加工においても，曲がり材の対処，サイズの
選別（長さ毎に径をそろえて保管しなければならな
い），一つのサイズに注文が集中した時の補充等に苦

労しておりますが，造材業者様からご協力いただくこ
とで，一昔前よりも効率よく調達・施工することが可
能になりました。

■施工事例
前記の通り，パイルネット工法は土木構造物の沈下
対策として，環境パイル(S)工法は小規模建築構造物
の沈下対策として，LP-LiC工法は土木構造物，建築
構造物の液状化対策として使用されています。それら
の施工事例を紹介します。
まずはパイルネット工法が軌道盛土に使用された例
です（事例1）。本線の老朽化に対する修復工事のために
設けられる仮線の沈下対策として使用されています。
本線修復後に仮線部分は現状復旧しなければならず，
将来的な引き抜きも考慮されて採用されております。

次は特殊な例ですが，深層混合処理工法（セメント
系の地盤改良工法）を施工したにもかかわらずセメン
トが所定の強度まで固化せず，改良体も地盤中に残っ
てしまい，工事がストップした現場での施工事例です。
パイルネット工法であれば，セメント系改良体の間
に打設することが可能であることから採用されており
ます。（事例2）
続いて環境パイル(S)工法ですが，本工法は，木材
を使用し自然環境に優しく，セメントを使用していな
いので子供，お年寄りに対しても安心である，施工費
用が安価になりかつ他工法と同等以上の沈下対策効果
がある，等の理由により採用される事例が多くなって
おります。
公共物件（役所発注工事）の児童館にも，他工法に
比べコストメリットが高いこと，およびお子様への安
心面により採用されています（事例3）。地盤に埋まっ
て見えない箇所ではありますが，公共建築物等木材利
用促進法にも寄与している施工事例となっております。

次に保育所にて使用した例になります。こちらもコ
ストメリットが高いこと，およびお子様への安心面か
ら採用されております（事例4）。隣接した土地では
グループホームも建てられ（事例4の奥で行われてい
る工事），そちらでも環境パイルS工法が採用されて
おります。

事例5はLP-LiC工法が戸建住宅に採用された例にな
ります。液状化の被害にあわれたお施主様の建て替え
時に採用いただいております。
被害にあわれたため，ご自身で相当お勉強され，そ
の結果LP-LiC工法が一番ご自分の考えにマッチすると
いうことでご採用いただいた事例となっております。
最後は役所庁舎に使用された事例です（事例6）。庁

舎本体は既成コンクリート杭を使用していますが，建
物直下に存在している液状化対象層にLP-LiC工法を採
用することで，液状化の程度が軽微となっております。
紹介した施工事例における木材使用量を表5に示し
ます。施工事例によっては，1,000m3以上の木材を使
用しています。

■今後の展開
パイルネット工法，環境パイル(S)工法，LP-LiC工
法は，1つの現場でほぼ加工をしない状態の木材を大
量に使用することができます。
既成コンクリート杭やセメント系の地盤改良工法，
鋼管杭等は，部材を製造する過程でCO2を発生します
が，木材（木杭）は成長過程でCO2を吸収し大きく
育っていきます。
皮むき加工や先削り加工時等に多少のCO2排出はあ

りますし，施工時に重機を使用することでの排出もあ
ります。しかし，使用木材のCO2吸収量と加工，施工
時等のCO2排出量をトータルで考えると，圧倒的に吸
収量の方が多いという報告もあります。
木材を地盤補強材として使用するということは，他
の工法には真似することの出来ない，「工事をするこ
とによって大気中にあったCO2を地中に固定化する」
ことになるのです。これは1つの大きなメリットであ
り，地球環境問題を考えた上でも，CO2削減効果に大
きく寄与できるものです。
木材を大量に使う＝森林伐採で環境破壊，とお考え
になる方もいらっしゃると思います。たしかに伐採
しっぱなしの状態ですとその通りになると思います。
しかし，伐採後はきちんと植樹し，新たな木を育て，
数十年後にまた木材として使用することで循環型の素
材とすることが可能です。
では伐採しないでそのままにしておけばいいとの考
えもあるかと思います。しかし，ある程度の樹齢にな
るとCO2吸収量が減っていくのに対し，樹齢の若い木
はどんどん吸収してくれます。このことから，伐期を
迎えた木は伐採・有効活用し，植樹し育てる。そのこ
とを繰り返すことで大気中のCO2を継続的に吸収させ
ることができます。
地盤補強材としての使用に限らず，木材を使用する
ということは，地球環境に良いだけではなく，地方の
林業活性化による雇用の創出，環境の整備など，副次
的な効果も多くあります。
そういったことに少しでも貢献できるよう子供世
代，孫世代が少しでも住みやすい環境を迎えられるよ
う，「木材を正しく使用することは良いことだ！」と
いうことを伝えていき，微力かもしれませんが地球環
境，社会環境に貢献していければと，会社として，個
人として思っております。

■はじめに
当社は昭和34年（1959年）10月に岩見沢市元町に
て創業し，昭和38年（1963年）10月に法人化，株式
会社昭和木材商会に改組，平成10年（1998年）5月
に現在の社名である昭和マテリアル株式会社へと社名
変更いたしました。
創業時は杭丸太，電柱，橋梁材の専門業者として営
業しておりましたが，現在はその他にも建材土木資材
の販売も手掛け，また，木材を利用した軟弱地盤対策
工法（地盤補強工法）であるパイルネット工法や環境
パイル(S)工法，LP-LiC工法などの設計，施工も行っ
ております。
ここでは，パイルネット工法や環境パイル(S)工
法，LP-LiC工法およびその他の当社取り扱い商品に
ついてご紹介させていただきます。

■軟弱地盤対策の必要性，木材利用の期待
軟弱地盤とは，読んで字の如く軟弱な地盤であり，
一般的には柔らかい粘性土や，緩い砂質土からなる地
盤の総称になります。
何らかの対策をしないまま軟弱地盤上に土木・建築
構造物を造ってしまうと，その荷重が地盤の支持強度
を超えることで地盤が沈下し，構造物に沈下や傾斜等
大きな影響を与えます。

軟弱地盤が引き起こすその他の問題として，近年よ
く耳にするようになった地震時に発生する可能性のあ
る液状化現象があります。
液状化現象とは，普段は砂の粒子同士が接触してい
ることで強さを保っている地盤が，地震によって揺さ

ぶられたときに地下水の影響を受けて砂の粒子の接触
する力が弱められ，地盤の一部が液体状に変化してし
まう現象です。この現象は，地下水で満たされている
緩い砂地盤で発生しやすいと言われております。
液状化現象が発生すると，水の比重よりも重たい構
造物は沈下や傾斜等の被害を受ける可能性が，逆に水
の比重よりも軽い構造物（マンホール等）は浮き上り
の被害を受ける可能性があり，こちらも構造物に対し
て大きな影響を与えてしまいます。

こういった被害を防ぐため，工事が行われる場所の
地盤調査を事前に行い，その結果を元に沈下や液状化
等に対する対策を検討します。良好な地盤であれば対
策が不要な場合もありますが，軟弱地盤と判定された
場合は，構造物を安全に支えるために，軟弱地盤対策
工法の検討や，地盤そのものを良くする等の対策を行
う必要があります。
軟弱地盤対策工法は多種ありますが，木材を使用し
た対策工法も増えてきております。お客様の中には
「え？今どき木杭なんて使っているの？」と言われる
方もおられますが，使用方法を間違えなければ，木杭
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表5 各施工事例での木材使用量 

  
径 

(m) 

長さ 

(m) 

本数 

(本) 
総材積(m3) 

事例1 

0.18 10.5 1,462 677.052 

812.085 0.18 5.5 738 131.512 

0.18 6.5 15 3.521 

事例2 
0.18 7.5 136 38.787 

110.418 
0.25 7.5 136 71.631 

事例3 
0.12 5.5 197 15.602 

31.204 
0.12 5.5 197 15.602 

事例4＊ 0.12 6.0 105 10.647 

事例4＊＊ 0.12 5.5 225 17.82 

事例5 0.14 6.0 380 51.3 

事例6 0.16 3.5 15,700 1406.72 

 


